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滝
沢
市
の
水
道
料
金
制
度
は
？

　
水
道
料
金
は
、基
本
料
金
と
従
量
料
金
の
２
つ
で
構
成
さ
れ
る
二
部
料
金
制
を
採
用

し
て
い
ま
す
。

　
水
道
料
金
は
、基
本
料
金
と
従
量
料
金
の
２
つ
で
構
成
さ
れ
る
二
部
料
金
制
を
採
用

し
て
い
ま
す
。

　
お
使
い
の
水
量
に
関
係
な
く
、
毎
月
、
定
額
を
お
支
払
い
い
た
だ

く
も
の
で
す
。

　
基
本
料
金
で
は
、
メ
ー
タ
ー
購
入
費
や
検
針
・
料
金
徴
収
経
費
の

ほ
か
、
施
設
の
維
持
管
理
費
な
ど
固
定
的
な
費
用
の
一
部
を
ご
負
担

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
お
使
い
の
水
量
に
関
係
な
く
、
毎
月
、
定
額
を
お
支
払
い
い
た
だ

く
も
の
で
す
。

　
基
本
料
金
で
は
、
メ
ー
タ
ー
購
入
費
や
検
針
・
料
金
徴
収
経
費
の

ほ
か
、
施
設
の
維
持
管
理
費
な
ど
固
定
的
な
費
用
の
一
部
を
ご
負
担

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
使
用
水
量
に
応
じ
て
お
支
払
い
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　
従
量
料
金
で
は
、
水
を
浄
化
す
る
た
め
に
必
要
な
薬
品
費
や
動
力

費
な
ど
の
使
用
水
量
の
増
減
に
比
例
し
て
必
要
と
な
る
費
用
の
ほ

か
、
固
定
的
な
費
用
の
一
部
を
ご
負
担
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
使
用
水
量
に
応
じ
て
お
支
払
い
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　
従
量
料
金
で
は
、
水
を
浄
化
す
る
た
め
に
必
要
な
薬
品
費
や
動
力

費
な
ど
の
使
用
水
量
の
増
減
に
比
例
し
て
必
要
と
な
る
費
用
の
ほ

か
、
固
定
的
な
費
用
の
一
部
を
ご
負
担
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

二部料金制

従量料金 基本料金

滝
沢
市
の
下
水
道
使
用
料
制
度
は
？

　
下
水
道
使
用
料
は
、基
本
料
金
と
超
過
料
金
の
２
つ
で
構
成
さ
れ
る
二
部
料
金
制
を

採
用
し
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
使
用
料
は
、基
本
料
金
と
超
過
料
金
の
２
つ
で
構
成
さ
れ
る
二
部
料
金
制
を

採
用
し
て
い
ま
す
。

　
汚
水
の
排
出
量
に
関
係
な
く
、毎
月
、定
額
を
お
支
払
い
い
た
だ

く
も
の
で
す
。

　
基
本
料
金
で
は
、施
設
の
維
持
管
理
や
水
質
検
査
等
の
委
託
費

な
ど
固
定
的
な
費
用
の一部
を
ご
負
担
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
汚
水
の
排
出
量
に
関
係
な
く
、毎
月
、定
額
を
お
支
払
い
い
た
だ

く
も
の
で
す
。

　
基
本
料
金
で
は
、施
設
の
維
持
管
理
や
水
質
検
査
等
の
委
託
費

な
ど
固
定
的
な
費
用
の一部
を
ご
負
担
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
汚
水
の
排
出
量
に
関
係
な
く
、毎
月
、定
額
を
お
支
払
い
い
た
だ

く
も
の
で
す
。

　
基
本
料
金
で
は
、施
設
の
維
持
管
理
や
水
質
検
査
等
の
委
託
費

な
ど
固
定
的
な
費
用
の一部
を
ご
負
担
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
汚
水
の
排
出
量
に
応
じ
て
お
支
払
い
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　
超
過
料
金
で
は
、下
水
の
処
理
量
に
応
じ
て
変
動
す
る
動
力
費

な
ど
の
経
費
や
、固
定
的
な
費
用
の一部
を
ご
負
担
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　
汚
水
の
排
出
量
に
応
じ
て
お
支
払
い
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　
超
過
料
金
で
は
、下
水
の
処
理
量
に
応
じ
て
変
動
す
る
動
力
費

な
ど
の
経
費
や
、固
定
的
な
費
用
の一部
を
ご
負
担
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　
汚
水
の
排
出
量
に
応
じ
て
お
支
払
い
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　
超
過
料
金
で
は
、下
水
の
処
理
量
に
応
じ
て
変
動
す
る
動
力
費

な
ど
の
経
費
や
、固
定
的
な
費
用
の一部
を
ご
負
担
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

二部料金制

超過料金 基本料金

水道料金・下水道使用料の計算方法

合計　5,328円

例：一般家庭で口径20ｍｍ、月に15㎥使用した場合

【水道料金】
計算式＝基本料金＋従量料金
〇基本料金
  口径20ｍｍのため、1,445円
〇従量料金
　5㎥を超えた分1㎥につき154円

　→　1,445円＋10㎥×１５４円＝2,985円

【下水道使用料】
計算式＝基本料金＋超過料金
〇基本料金
　一律1,133円
〇超過料金
　5㎥～10㎥＠99円
　11㎥～20㎥＠143円

　→　1,133円＋5㎥×99円＋5㎥×143円＝2,343円

上下水道事業は、みなさまの水道料金や下
水道使用料を主な財源として成り立ってい
ます。
今後も安定した経営をしていくためにコ
スト削減に努めながら、適正な料金・使
用料の算定に努めていきます。

水道使用量と汚水量
は各家庭の水道メー
ターの指針に基づい
て決定しているよ。

水道使用量と汚水量
は各家庭の水道メー
ターの指針に基づい
て決定しているよ。

井戸など自家水を利
用している場合の汚
水量は人数×5㎥で計
算しているよ。

井戸など自家水を利
用している場合の汚
水量は人数×5㎥で計
算しているよ。




